



今年で開学 80 周年を迎える武庫川女子大学は、本年 4 月から、文学部教育学科を教育学部へ拡大
改組するとともに、学校教育センターに研究部門を設置し附置研究所とした。これを記念し、2019 年





        総合司会   藤谷 智子       
シンポジウム司会  北口 勝也、松下 良平 
 
開会の辞  藤谷 智子（教育学科学科長） 
ご挨拶   瀬口 和義 （学長） 
 
はじめに  北口 勝也（教育学科幹事教授） 
 
基調報告  田中 毎実（学校教育センター長） 
 
         報告Ⅰ    矢野 裕俊（教育学部長） 
 
         報告Ⅱ    加賀 裕郎（同志社女子大学前学長） 
 
                 （休憩 15 分） 
 
         報告Ⅲ   村井尚子（京都女子大学教職支援センター） 
         報告Ⅳ   田部俊充（日本女子大学教職教育開発センター所長） 
 
                 （休憩 5 分） 
 
         コメントⅠ 西村 拓生（奈良女子大学教育システム研究開発センター長） 
         コメントⅡ 岡本 哲雄（関西学院大学教育学部副学部長） 
 
                 （ディスカッション 25 分） 
 

























































































































































































































































ラニー・クライン－苦痛と創造性の母殺し』作品社 2013 60 頁） 
クリステヴァは、さらにこの引用箇所に（注）をつけて、「メラニー・クラインは、自分が＜生まれつい
ての母親＞ではないことを認め、＜ウィニコットには子どもがいなかったとしてもとても強い母性＞









































これから、だいたい 5 つくらいのトピックについて話をしたいと思います。 
まず、教育学部の紹介です。どういう経緯で 2019 年 4 月の教育学部設置に至ったのかについてお
話しします。教育学部を設置しよう、ということは文学部時代からずっとありましたが、話が起きて























 続いて、近畿圏の 15 の女子大学の教育系学部・学科で取得可能な免許について見ますと、幼稚園




























































2006 畿央大学・教育  大阪総合保育大学・児童保育 
2007 関西国際大学・教育 芦屋大学・臨床教育 
2008 四天王寺大学・教育 園田学園女子大学・人間教育 近大姫路大学・教育 




2014 大阪体育大学・教育 大阪成蹊大学・教育 関西福祉大学・発達教育 大和大学・
教育 
2015 京都光華女子大学・こども教育 平安女学院大学・子ども教育 
2016 関西福祉科学大学・教育 
2018 大谷大学・教育 桃山学院教育大学・教育 

















以来 143 年の歴史がある。女子塾の翌年には正式に同志社女学校となり、現在に至っている。 
同志社における建学の精神はキリスト教主義である。新島襄は教育家であるとともに、アメリカ最初






















 以上述べた教学上の方針は、現在「Vision 150」にも貫かれている。「Vision 150」は、2017 年から





2017 年から 5 年間の中期計画において 67 のアクション・プランを策定し、その実現に努めている。 








































































































 新人新採 養 成 校 学
生 
  
 M SD M SD F 値  
私は、子どもにわかりやすく指導することがで
きると思う 
2.42 0.78 3.03 0.80 145.1 P<0.01 
私は、子どもの能力に応じた課題を出すことが
できると思う 
2.42 0.77 3.06 0.80 164.3 P<0.01 
保育プログラムが急に変更された場合でも、私
はそれにうまく対処できると思う 
2.46 0.88 2.97 0.87 84.4 P<0.01 
私は、どの年齢の担任になっても、うまくやっ
ていけると思う 
2.40 0.91 3.11 0.93 150.0 P<0.01 
私のクラスにいじめがあったとしても、うまく
対処できると思う 
2.58 0.86 2.96 0.84 50.0 P<0.01 
私は、保護者に信頼を得ることができると思う 2.94 0.71 3.33 0.75 68.3 P<0.01 
私は、子どもの状態が不安定な時にも、適切な
対応ができると思う 
3.00 0.80 3.36 0.76 55.1 P<0.01 
私は、クラス全体に目を向け、集団への配慮も
十分できると思う 
2.73 0.85 3.34 0.80 140.0 P<0.01 
私は、一人一人の子どもに適切な遊びの指導や
援助を行えると思う 










































































 行為（Action）、行為の振り返り（Looking back on the action）、本質的な諸相への気づき（Awareness 
of essential aspects）、行為の選択肢の拡大（Create alternative method of action）、試行（Trial）の





























「小文字の理論（theory with small t）」という考え方が出現します。「小文字の理論」は「大文字の





















































































ての人間の生き方・表現である』白桃書房、1991 年、105 頁。 
(2) 一般社団法人保育教諭養成課程研究会 平成 27 年度文部科学省委託「幼児教育の質向上に係る推進
体制等の構築モデル調査研究 幼稚園教員養成課程カリキュラムと現職研修とのギャップの検証  報告
書 「新採ギャップ」に関する研究 ─ 幼稚園教員養成校学生との比較 ─ 」平成 28 年より。 
教師教育におけるリアリティ・ショック研究には以下のものもあります。佐々木・保坂・明石「初任者教員
のモチベーション研究Ⅰー１年間の変容の軌跡」『千葉大学教育学部研究紀要』第 58 巻、29-36 頁（2010） 
松永美希ほか「新任教師のリアリティ・ショック要因の尺度の構成」『心理学研究』2017 年 88 巻４号、337-
347 頁 
− 142−
(3) Donald Schön、 The Reflective Practitioner: How professionals think in action. London: Temple 
Smith、 1983、 p.21. 
(4) コルトハーヘン著、武田信子監訳『教師教育学―理論と実践をつなぐリアリスティック・アプローチ』
学文社、2010 年、36-37 ページ。（Korthagen、 F. A. J et al 2001 Linking Practice and Theory: The 
Pedagogy of Realistic Teacher Education. Routledge、 pp. 32-34.） 










て−」『教育行財政研究』関西教育行政学会、第 44 号、2017 年、40-44 ページ。 
(6) コルトハーヘン著、2010 年、52-55 ページ（Korthagen、 2001、 pp.43-45）。 
(7) コルトハーヘン著、2010 年、57-60 ページ（Korthagen、 2001、 pp.46-48）。 
(8) コルトハーヘン著、2010 年、118 ページ（Korthagen、 2001、 p.110）。 













業の柱とし、吉崎静夫教授が初代所長として就任された。2019 年 4 月に第 2 代所長として田部が就
任した。 



























交渉を重ね、2011 年 4 月の新 1 年生から、教職（幼小）を希望する学生を全員連携協力校に派遣する
「学校インターンシップ」を先駆けてスタートした。 
学部１年生を「学校インターンシップⅠ」、学部２年生を「学校インターンシップⅡ」として単位化






を核とした「国際交流」も実績をあげつつある。大学公認海外短期研修として 2017 年 3 月（第１回）
に 36 名、2017 年９月（第２回）に 23 名、 2019 年 3 月（第 3 回）に 63 名の学部、学科を超えた参






































































































































岡本 哲雄（関西学院大学教育学部）        
  
関西学院大学教育学部の岡本と申します。よろしくお願いいたします。 








 このような思いも持ちながらも、本日は 1 点だけにポイントを絞ってコメントをさせていただきた
いと思います。それは、田中毎実先生の基調講演に触発されてなのですが、一言で言うと、「教育者の
育成を視野に置いた学部の教育学教育にとって本質的な質保証とは一体何なのか」という問題です。 






















































































理想社、1955 年、94－95 頁。原文引用は訳者） 
 
 先ほどのリフレクションや教養の問題とおそらく繋がってくるのではないかと、私は思っています。
養成段階でプチ完成教育を目指すのはヤスパースに言わせれば間違っているということになるのかも
しれません。 
 
 さて、すでに日本学術会議で大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上の参考基準が教育学
分野でも案が出されておりますが、そういった流れにも着目しながら、達成度の計測を前提として質
保証のあり方とは何か別種のものを模索しなければならないのではないかという思いを抱いておりま
した。今回のシンポジストの先生方のご報告には多くのヒントが隠れていると思います。 
 先ほど、村井尚子先生の実習のあり方についての発表の中にありました、本質的な気付きからそれ
を掘り下げていくという、コルトハーヘンの考え方も大いに参考になりました。それから私はやはり、
教職課程を支える大学教育全体のあり方の問題としての教養教育、つまりリベラルアーツの実質化の
努力にとても関心を持っています。加賀裕郎先生のご報告にもありましたそういう伝統を持つ同志社
女子大の教師教育のあり方にも着目したいと思いますし、西村拓生先生が主導された奈良女子大の教
養教育改革の試みも大いに参考にさせていただきたいと思っています。それから、田部俊充先生より
ご紹介のあったような、私学ならではのプログラム作りも、教職課程の拘束性を突破するきっかけに
なると思いました。幸か不幸か、関西学院大学も SGU 推進校になっていて、教育学部でも今年で三
つぐらい海外プログラムを作りました。昨今、不確実な世情もあってか、学生に、冒険を嫌い、安定
を志向するおとなしさが目立つ半面、特に女子学生を中心に案外、異質なものとの出会いの体験を求
めているところもあって、中身を工夫すれば学生にそういう機会を提供することが意味あるものとな
− 150−
ることもある、ひいてはその中身がその大学教育の特徴を作っていくことにもなるのかなとも思い始
めています。 
そして、本日のコメントの要点は、つまり、こういった試みのすべてを各人それぞれのジェネラテ
ィヴィティーの覚醒に繋げていくことではないのか、ということです。それが、言葉の真正なる意味
での「主体化」の意味するところでもあるのです。 
 時間が参りました。雑駁なコメントで恐縮ですが、以上とさせていただきます。どうも有難うござ
いました。 
 
 
注・引用文献 
(1)これは、昨今のコンピテンシー論にみられるような能力向上（エンハンスメント）を志向するものではなく、まして
自己中心性を強める方向での自我の強化を意味するものでもありません。sub-ject の語義（何かのもとに投げ出されて、
それに従属し、遣えつつ存在していること）通り、世界に投げだされ、つねにその「もとにある」それぞれの実存が、
「世界」からの問いかけを「聴き取り」、それにそのつど応答することを通じて、成就されていくプロセス、という意味
で（筆者なりの解釈で）使用しています。教育を「社会化」「資格化」「主体化」の 3 つの機能に分類するガート・ビ
ースタ(Gert.Biesta 1957-)の枠組みを借りています。 
 
− 151−
